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アンケート概要
• 期間2020（令和２）年5月11～18日
• 対象47都道府県、20政令市
• 方法FAXによる依頼・回答
• 回答率 80.6％（54／67）

• 送付先名簿は、日本公衆衛生協会発行『我が国の精神保健福祉（精
神保健福祉ハンドブック）平成29年度版』を用いた。

• 同時にアンケート「診療報酬改定による精神科救急入院料の影響に
ついて」を実施した。

• 限界：本調査は、緊急的に実態把握することを目的に、自治体担当
者の認識を回答してもらい集計したもので、一部医療機側から、詳
細な対応を正確に反映していない場合が含まれるとの指摘があり、
一定の限界が考えられる。
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身体医療機関受診後の対応
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院内発生時の対応
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転院等の方針
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転院可能性
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転院先となる想定医療機関
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